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• このたびは！ H クッキンヴヒーターをお買い上げいただきまして、まことにあリがとうございます。 

•を全にご使巧いただ<ため、ご使巧前にこの説明臺をよ<お読みの5え、十分理辭いただま正し< 
お使いください。 

• このおお説明塞は、いつでもネリ用で苦る場所に大切に保管いただき、必要なときにお読み<ださい。 
• この機器には别添の保註害がついていまず。 

保証書に記載してあるお買い上げ曰、販売店などの記入、保証内容を確かめて保管してください。 

• 来客者などがこの商品を使巧するときは、その前に必ず取あ説明蟹の内容を説明して<ださい。 

•本書を紛失された場をやごで巧な点があれば、お買いホゆをまたは、もよリの「お客様ご宿談窓□」 
(別紙記載)にお問い合わせ < ださい。 

• 設置説明書を工事店または施工主よリ必ずお受け取リ <ださい。 

• この商品を使巧でまるのは目本国内のみで、国外では使用できまだん。 

ihis appi iance is designed for domestic use in japan only and cannot be uesd in any other country. 


設置説明書別添イ寸 




















特長い 5 い 5 


I H クッキンヴヒーター 


むミフラットタイプの . 

^ h ッププレ ー h ^ 

かなでが^冷式^^於ななでだ;^^^な^ 

キッチンのたウンタ-■•トップとの 
段差を少な< し、美しさと機能性を 
兼ね備えたたミフラットタイプの 
トッププレートで、なべの移動お 
スムーズにでさます。 


フンタ ツチで使し、辟ずい 
天面操作タイプ 

、.-.--' 心 

心み化,ごな、こ.ここ—心ご:二-,—ご—'心,'、こぶゴ点二ご：一、-- 

ラクな姿勢で、キー操作が巧能。 
シンプルでわかリやずいワンタツチ 
キーの天面操作で使用できます。 


抓熱やに赤く光る 
光るヴイン轰を^^ 

トッププレートの表示部が半円がに 
赤<光って、どの！ H を使用中か 
はっさ口わか口まず。 

俊し、終わると表示が消える 
省エネ巧応 J 

。みぉめ'-^麟 _,—一.—こ_ … 一、- 、 

使巧5分後には自動的に輩源が切れ、 

未使巧時の電気を節電するす■-トパ 
ヮーすフ機能です。 

( 高温注意表示を巧つているときは 
働さまだん） 


左ちヒ•ーター3 kW 
有動湯沸かし 

-み诚化なも ゲバ万 

W 一。と滅鸣な;双续る樹;漁^^黃镇巡總を鱗漁絲緻一'が八-。' 

湯を沸かすときは、 3 kW の 
ハイパワー加熱で素早< 調理 
でさまず。 

さ6に水の靈を設定して 
自動湯沸かしもでさる便利な 
機能でず。 


揚げ物調理は 

^をちヒーターで 対応可能/ 

をちどち6の I H ヒーターで电揚げ物調 
理ができます。また、左•ちヒーター同 
時に揚げ物調理も巧能です。 


ワイド&き動爾面焼さ 
かあリ•水なし巧応ヴリル J 

さんま5尾を一度にき動で焼き上げ！ 

かあり•かなしのどち6でもお使いいた 
だけまず。 

♦水あ口：コップ-•巧(約2001111)の水を 
入れて < ださい。 

受け皿のちれが取れやずい。 
煙が少ない。 

♦水なし：受け皿の水をこぼす也配がない。 
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雙辦ずし^高'火力 

I H 高义力だか6、食巧の旨かを閉じ 
込めたまま素早 < 調理。 

また、义力の立ち上がりも早いか6、 
お料理もスピーディーになります。 


熱効率のよい日瓦のし < か 



5ず霉流 


加熱コイル 


蹈力線 


I H とはインダクションヒーテイング 
(發磁誘導加熱）のことでず。 

挺力線の働きで鍋自体を発熱さだる仕組 
みなので高义力が経済的に得6れまず。 


火を使わないクツキンク’ 

I H は吹まこぼれて电炎が消えるむ配 

さ6に、万一のため安を機能もを実し 
ていまず。 


家計にうれしい省エネ 


熱効率が高い ので 時間もコストも節約。 
調理時間もスピ~-ディーに。夏場でも 
涼しく調理できます。 

さ6に才ートパワーオフ機能びついて、 
待機時消費電力も0(ピ日)の省エネ設計です。 
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特にを意していにだきにいこと ( 必ずお守口 <ださい！） 

お使いになる人や他の人へのを塞や財産への損害をホ巧に P ち止するため、必ずお守リいただ< ことを 
説日月していまず。よくご理辭いただき正し < ご俊巧 < ださい。 

■表をの巧客を無視して、誤った取り扱いをしたときに至ずるを塞や損害の程廚こより、つぎのように 
区分して説明していまず。 


A &Z.M- 『人が死亡または重傷を負ラ 
^胃 ca おそれがある』內客です。 

ill "" — 

A 三ミ:ゴ=『人がけがをしたり物的損塞を 
受けるおそれがある J 内容です。 

J 

■お守りいただ<内容を、つぎの給表示で区分し、説明していまず。 

r 

してはいけない「禁止」の内容でず。 

、 …… 一 - 

必ず実行していただ<「強制」の巧客です。 

J 


八 JCsnF 

jLmJ— 

/: \ E3^. 
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♦揚げ物をするとまはそばを離れない 

油煙がを<出た6ずぐに電源スイツチを 
「切」にして<ださい。 

(加熱を続けると発乂しまず） 

♦ 揚げ物調理の油翼は500 g W 上で 
調理する 

( 油の量がかないと温度が上が0すぎ、 
义災の原因になります） 

♦をヒーターまたはちヒーターの 
「揚げ物乂ニユ ー J を選んで調理ずる 

{ラジエントヒーターを使ラと、温度調 
節機能が正し < 働かず油の温度が上が 
りずぎて、义災の原因になりまず） 

♦揚げ物調理には必ず底が変おして 
いない付属の天ぷ6鍋を使い、 

ヒ^夕—や巧に置く 

{ 油'通び上がりすぎて発义の原因になります） 




Q 

〇 


♦炒め物、焼き物など油を使5調理 
をずるときはそばを離れないで、 
加熱しすぎないよラ义力を調節する 

(少蟹の油を使ラため、油温が急激に 
上が口発义します） 

♦ 底が変おしていない平らな鋼を 
使5こと 

( 鍋直が薄いもの-反つているものは 
赤熱ずることがありまず） 






巧厲①天ぶ6銅を 
左またはちヒーターの 
中央にのだて、擺げ物 
乂ニューを使う 





痛 

アース巧が 


♦アースを確実にお U 巧ける 

アースの巧 U はけは蟹気工率店 
または取あ巧にご相談< ださい。 
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♦絶巧に分解-修理 • な造は巧わない 

(故障したとまは、電源スイツチとブレ •- 
力一を「切」にして使巧を中止し、ずぐ 
に修理を依頼して < ださい。 

修理はお琶いホめ先にご相 i 《ください） 













Q 


♦「高温ミ主意ランフ」が点 w、 点滅中 
はトツププレートやその周巧の金 
属部に魄れない 

{やけどの原因にな U まず） 




「高温を意ランプ」点巧中 
.および点滅中は特にを煮^ 


G 


0 


I じ \ I 


トツププレートに強い衝藝 （ 上に 
乗ったリ、物を落とすなど）を如 
えない 

(ひびが入ったリ、割れた塌合、異常動 
作や感電の原因になりまず） 

=>ひび割れがをじた場合、發源スイツチと 
ブレーカーを「切」にして巧巧を中止し、 
すぐに條理を巧頼して<ださい。 

巾き理はお質いホめ先にご相談ください。 


♦可燃物をトツブブレートに證いたり 
おづけない 

•ふきん、紐パクク、食品トレイなど 
( 义巧の原因になリまず） 




♦ トッププレートの上に鋼-がかん • 
フライパン LU タトの鞠を置かない 
•力たットコンロ • ボンべ • 定詰 
( 誤って加熱されると爆発の原因になります） 

•アル5道麵 

( 故階の原因になりまず） 

•アルミおやを魔のスブーン-フオーク 
(やけどの原因にな1：)ます） 

•レトルトパック • 

巧側にアルミ菊を貼った紙パック 
(けが*やけど-発义の原因にな口ます） 

•巧問-雑誌-ふ寒んなど燃えやすい物 
(発义の原因になります） 

•ラジエントヒーターに直接食材を致だ 
て調理しない 
( 义ぶの原因になります） 

♦本体に水をかけない 

(やけど•感電•けがの原因にな口まず。） 


幅 ,;" 1 1 = JT 

、 t—.-. . I 
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♦幼い子ど电だけで使わ巧たリ幼巧 
に離れさせない 

また、おり扱いので慣れな巧だけ 
でがわけわ ■ 、 

( やけど-感擊-けがの原因にな口まず） 

♦0 巧-が気□カパーやすま間にピン 
か針をなどの異物または指を入れ 
なし、 

( 感醒や異常動作によるけがの原因に 
なリます） 


® ♦ 


みそ汁-カレーなどを煮たリ温め 
た D ずるとまは、加熱前にかま湿 
だ、加熱やも時々かき混ぜる 

•かや調理物を加熱していると、突巧 
沸騰して飛び散ることがあリます。 

( やけどやけがの原因にな口ます） 




♦使巧後は、必ず電源スイツチを切る 

(义災の原因にな口ます。} 

•長期すをのとまはブレーカーお切る 



# 


♦也臓巧ペース乂ーカーをお使いの方は、 
本製品のご使巧にあたって医師とよく 
ご相談 < ださい。 


( 本製品の動作がペー スメーカーに 
影響をちえることがありまず） 


&1 













特にを意レていにだきたいこと (_ 必ずお守りください 


^喊巧媒^ 公で:ががが如お^ い .. ,: r ••• 、•，、-，- • • 、， 1_‘- J ：___ :_ こ _ : 



♦湯げ物調理 ♦ 

Q ♦他の器具（巧スこんろ）や 
他のヒーターであ6かじめ 
加熱した油を使わない 

( 温度制御装置が正し<働かず义炎の 
原因になりまず） 

•揚げ物調理は、必ず乂ニユーキーで 
巧つ 一 P 15 J 


© 


♦油煙がを<出た6すぐに 
電源スイツチを切る 

( 加熱を続けると発义しまず） 

♦揚げ物調理やは油の號び散ジに 
ミち意し、顔をおづけない 

(油び飛び散って、やけどの原因にな 
口ます。） 


♦ヴリル調理 ♦ 

# ♦使用後は、ヴリル受け皿-ヴリル 
焼き網に巧った調理物、たまった 
脂などをおリ除く 

( 温度おミ日が正し<働かず発义の原因に 
な9ます） 

•連続使巧ずるときは、そのつど取ジ除 
し、てくだをい 


♦巧一、発煙•発义したときは 
ずぐに 電源 スイツチを切る 
•おが消えるまでヴリル扉を引ぎ出 
さなし、 

(空気が入リ、おが大き<なリまず） 
•ヴ U ル靡 （ ガラス窓）に水をかけない 
( ガラスが割れる原因になリまず） 


♦調理-湯沸かし W タトの目的で使わ 
ない 

( 過熱-異常動作によるやけどや発义 
の原因になりまず） 

♦ 本体前方に物を置かない 

( 义災の原因になります） 


Q 

0 

Q 

Q 

〇 


♦〇及-が気口ゃ吸 

ふさがない 


排気□わバーは 


0 


♦トツフプレートの上で直接調理を 
しない 

X ラジエントヒーターで魚を焼いたり、 
しょろゆや汁などがたれる調理を 
しないで < ださし、 

( 発义や異常動作の原因になリます） 

♦ I H ヒ"•夕一でアルミ製容器 
(5 どんなどが入った簡易鍋）を 
如熱しない 

X ラジエントヒーターで力日熱するか、 

I H 巧応麵に巧して加熱してください 
( やけどや器具の巧障の原因になリます） 


Q 


G 

G 

G 


G 


♦使規中はそばを離れない 
また、必要 W 上に加熱しない 
(発义の原因になリまず） 

•本体から離れるとまは、必ず變源スイツ 
チを切る 

♦使巧中、使巧後しばらくは、ヴリル 
靡などの嵩温部に納れない 
( やけどの原因にな口まず） 

※ヴリル使用中、使用後にヴリル靡と 
その周进が窩温でもトツフブレート 
の「窩湿;'主意」ランプは点灼しません。 
ごミち愈 < ださい。 

♦ 扉スイツチ巧に異物を入れない 

( 本体の故陋や感驅の原因になリまず） 


♦鍋の下に紙やミちれ P ち止たパーなど 
を戲かなし、 

(温度調節機能が正し<働かず、焦げ 
たリ発义の原因になリます） 

♦錦を不安定な状態にしない 
( h ッブブレートのふちにのり上げて 
いると落下などによリ、けがややけ 
どの原因になリます） 

♦空だましたリ、過熱しすぎない 

(やけど-鍋の破損-本体の巧陣の 
原因になリます） 

X 鍋のやに水を入れずにレトルト食品や 
アルミパック食品などを加熱しないで 
<ださし、 

《フライパンの予熱などは、接<|]日熱し 
ないでください 

♦ トッププレートは使雨後しばら< 
の間熱くなっているため手を触れ 
ない 

また、鍋•鍋の取っ手などの高溫 
部に離れない 

(やけどの原固になりまず） 









使用上のお願い 


天面の操作部に鍋を歷かない 

•天面の操作部に錦底が魄れたリすると誤動作 
することがあリまず。 

すぐに鍋を取り除いて<ださい。 






ビルトイン型スーブンレンジと組みをねだて 
使巧の場合は、ヴリル取っ手の温度に;'ま意ずる 

•オーブンレンジの加熱調理によって、ヴリル 
取っ手が熱<なる場合があります。 


トツプブレートに靈いものをのだない 

• トツプブレートにひび割れやそリが起こり、 
が障の原因にな口まず。 

•使巧できる重さは、内容物を含めてをち 
それぞれ2 0 kg まででず。 

•使用しないときも、重いものをのだないで 
<ださい。 


トツププレートの上で、！ H ジトー巧親链など 
電礎誘響加熱の調理機器を使わない 

•磁力線によリ器具が故障する原困になリます。 


ヴリル焼き網の前後を逆にしてたットしない 

•ヴリル扉が破損したり、グリル扉の引き出しが 
でまな<なる原因となります。 


ヴリル扉を持ち上げなが6弓 I き出した0、 
勢いよく引き出さない 
ヴリル扉を引き出したが態で物をのだた0、 
上から強い力を如えない 

•グリル扉やグリル受け皿が落下してけがを 
したリ、器具を破損する原因になります。 


トクププレートなどに酸の強い貪□ちが巧いた 
場をは早めにふき取る 

•ジトム’レモン汁’梅を使った食品などを放置 
すると、トツププレートがを色する原因になり 
ます。 


トツブブレートの梓を鍋底でこずったリ、 
トツブブレートのがに熱いなべを遍かない 

•ステンレスの傷付き、変色の原茵になリます。 


トツプフレートが鍋底がめれたが態で 
加熱しない 

•鍋底か6湯気がのき出し、やけどのおそれが 
あリます。 


トツブブレートの上に鍋のふたが調理巧の 
受皿などを題かない 

•ヒーターが入ると加熱され义災や故陋の原因に 
な1：)まず。 


テレビ竹ラジオ、リモコン付き蜜気製荒は 
3 mLU 上離す 





リル巧け皿にアルミ道が市販の 
い J ル有を入れない 

究煙.発义.やけどの原因になリます C 


油の飛び散 D を少な<するために 

•巧料をまちんと下ごしらえする。 

•鍋の内側に水滴が付いたまま油を入れない。 

•油温が適溫こな6ないうちにが料を入れない。 
(姐温が上がって<ると、油が飛び散ります。） 


磁気の影響を受けがすいものをぶづけない 



'キトツシユカード*テレホンカード*自動改札 
用定期券* フ □ッ ピー ディスク- テープな どを 
トツププレートの上にのだると、記憶が消える 
おそれがあリます。 


塞を（づキブリなど）が製爲內に慢乂ずる 
とが障の原因になまず。 


雑音や誤動作のおそれがあります。 


‘適切な環境下でご使巧ください。 














使える銅について 




±鍋の底がずれると、 
トッププレートを i 餐イすける 
ことがあリます。 

耐熱ガラスの鍋は割れる 
ことがありまず。 



1 H ヒーターで使えないアルミや調鍋が使えまずか、！ H ヒーターに 
比べヒーター义力は弱くな口まず。 




鉄、鉄錶物 
耐熱ホー □— 


^詞^ 






ステンレス 

ち磁性ステンレス 
18-0 

( 磁石がつ< ) 


一履鍋 

18-8-18-10 

\mW 

( 磁石がつかない） 



国 


圍 


を層鋼銅 
(クラッド鍋） 



ルミ遣鍋 
どん、よだ鍋 





I 底の厚さが1 mm を超えると、 
义力が弱<なったり使えな 
いちのがあ口ます。 


• 3層であいだに鉄を挟んで 
いるものや、直が1 8 — 0 
ステンレスのちの （ 磁石が 
つく）は使えます。 
•種類によっては义力が弱< 
なった口使えないをのがあ 
りまず。 


•アルミ溝錦は 「i H 苗」と 
表示されていてを使わない。 
• I H ヒーターが異常に言温 
になり本製品が巧障しまず。 




耐熱ガラス %ぶ 

陶磁器 /\ 

(±鍋.它ラミツクス鍋） ，主鍋の陶磁器は「1 H 用」と表示 

されていて电使ねない。 

•おがなどによっては、本製品が故障 
しまず。 

• i -夕一が高温になると通電を 

コントロールして 义力が弱くなり、 

ラまく調理できまだん。__ 


©揚げ物には、必ず巧厲の天ぷ5錦をお使いください。 ["♦ P 9. P 1 5」 

•使える銅でを、巧質や鍋庭の厚み、直径•おがによ口、义力が弱くなリまず。 




と 

る 

画ず 
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の团つい場 
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や、ク6ず 
質は - 底執^ 
巧鍋マ鍋赤 











ヒ 麵 夕_ 


底が平 6 で底择が約 12 〜 26 cm の銅 




ラジエントヒ~夕一 


•底が平 6 で厚手の鍋が適しています< 
•直径 18 cml ； (下の銅が使えまず。 



K 


• 直径 12 C m 未満の鍋 
( トツププレート中央の囲かじ(下） 


中華鍋など 
底の丸いもの 


• 約 3 m miU 上の反リや脚があるもの 
.. 心 LT ^ 約 3 隱む上:^ 



H ヒーターで使えないルさなミルクパンなど） 


耐熱ホー □ 一 ■ U / (タトのホー日一鍋 
錦底に凹凸びある鍋 
ヒーターの損傷や寿命を縮める原因 
になります。 




約 Slum む上: 


I 銅底の厚さが O . SmmUTF のものは 
鍋底が反ることがあ口ます。 


>ガス直义対応む外の鍋 
>直义巧魚焼器（ホー□一）は 
トツププレートに落着する 
巧能性があるので使用しな 
いで < ださい。 


氧 


化,,........た....'.:....ろが.パ.か•...て......み t ど'..巧が'...;.....づ ................ :.............い:...: し.......： ............. ................ 

liiililliiiS 


H ヒ^夕—で使える鍋かどうかを見分ける簡単な方法 


y 使元若錦めとき 


トツププレートの光るサイン （ 赤色）び点な。 


鑛鍋に水を入れ、 

ヒーターの中央に置く 


X 左ちどちらのヒーター 
でも確認でさます。 （ 



(光るサイン） 


獲電源スイツチを入れる 

巧/入 

•畢源ランプが 

T ■ 

点巧します。 

賠对 



©切/入キーを押す 

•ヒーター表示部に「 6 」が 
点滅しまず。 


雜义力調節キーを押す 


ヒ—夕—に通霉されまず。 




確認した 6 、すぐに切/入キーを巧して 
通電を切る。 

•使える鍋と見分けても、巧質やお状に 
よつては义力が弱<なる場合があ口ます。 


X 使えなが銅のと麦 


トツププレートの光るサイン （ 赤色）が点滅。 
鍋無し自動 OFF 機能が働き、鍋は加熱され 
まだん。 


(光るサイン） 




約 1 分後に光るサインが消なし、 
き動的に通輩が止まリまず。 


同じ鍋でも左•ち I H ヒーターで义力が異なる場ちがあります。 

またかさい鍋や鍋の材質によっては通電できる場合とでまない場合があります。 

























H クッキンヴヒーターの機嵩 



ラジェ ントヒーター 1. 25 kW 

•発熱線で熱を発して加熱しますので、！ H 
ヒータ— で使えない アルミ 鍋や麵鍋が 
使えまず。 

※グ U ルとの同時使巧はでまません。 

使いかた19〜20ぺ—ジ 




C ■> 

をヒータ ー（ 1 H ヒーター） 3 kW 

嫁 

爆 

もヒータ ー（ 1 H ヒ-ター） 3 kW 

•煮る、ゆでる、焼く、炒める、蒸す、 

邊 

•煮る、ゆでる、焼く、炒める、霧す、 

湯を沸かすなどの如熱調理、揚げ物調理に 

% 

湯を沸かすなどの如熱調理、揚げ物調理に 

使いまず。 

變 

潑 

使いまず。 

使いかた13〜18’20ぺ-ジ 

V ___ 

咳 

% 

使し、かた13〜18 120ぺ-ジ 
^_____ J 


■ ■ I ■ 中 11 " 

o 使用後や電源を切つた後わ 
プレートが熱い間は点滅して 
お知らだしまず。 

•温度が下がると自動的に 
消なします。 

•をちヒーター、ラジェント 
ヒーター通電中は点订します。 
♦グリルヒーターは通擊中でち 
点巧しまだん。 



謝 顧*.: 

画-^^ S . ■ 

i ぉ耀驚瑶遠窠範妈 


卜 黒 T 頂巧-.::..:;::•:ぃぶ 1 

键萨蠻參詔を'驚進一空•望歷巡;夕常猶驾を'^^^-巧、--./.みおさ 

_がジかみ々给巡'苗•がが r •みこぶ堯 


光るサイン 

♦左ちヒーターの加熱を 
おま [)6 だします。 


天面操作部 

•麵の中を見ながら 
操作ができまず。 


ヴ U ル (兩面烧ぎ•自動ヴ IJ ル） 

1. 85 kW 

•お好かによリ、かあリ水なしどち6でも 
お使いいただけます。 

※ラジェントヒーターとの同時使巧はでままだん。 
使いかた21〜2 5ベ-ジ 


■が属品 :录夕を錦： (1 個):。 

•揚げ物調理には必ず使巧してください。 

天ぶ6鋼こ付属の'主璋審をお読かくださし、。 

翁属あミぷら鍋 W タトを使巧すると、温度調節 
機能が正レく働かず、油の温厳ながりすきて 
义がの原因になリます。 

♦揚げ物調理 W タトには使巧しないでください。 
(蓬装びはがれる場合があリます） 

•欄ブ物調理を左も同擲こ使巧ずる場含は、 

富巧の天ぶら鍋を追力日でお賈いまめぐださい< 
(天ぷ6専巧鍋:型蓄酬 1) 



































•ずべてのヒーターに働言ます 



■切り忘れお止機能 

切り忘れてわ、最終キー操作後一定時間が渴ぎると、 
自動的に通電を停止します。 

•左ヒ ー• ター . 約4己お 

•ちヒーター . お] 45お' 

•ラジェントヒーター • • • • 約45分 

•ヴリル . 約3 0分 

(グリル操作キーを押したときから約3 0分後に作動します。) 
※タイマーたツトしているとまは、タイマーたツト 
時間まで停止しまだん。 


■すール□ツク（チトイルド□ツク)機能 〔•♦ P 26) 

をヒーター操作部タイマーキーを約2秒間巧し続けると、 
才ール□ツクランプが点 I 打し □ ツクとなリます。 

かさなお子さまがいるご家庭でも安也でず。 


* 左ちヒーターに働言ます ■ 温度過昇防止機能 

調理中、鍋底の温度が異常に上がると、自動的に 
通輩を切*入してコント□ールしまず。 

■鍋無し自動 OFF 機能 

鍋をタトすと光るサインがホ色で点滅し、約1分後に 
通電を停止しまず。 



•ヴリルに働きまず 



■ヴリル扉開閉検知機能 

グリル扉が開いたが態では、自動的に通耍を停止 
します。 

■グリル異常高温お巧機能 

ヴリル摩巧の発义などによって温度が異常に上がると、 
自動的 I こ加熱を停止して異常表示でお知らせしまず。 


10 


•ラジエントヒーターに働きまず ■ラジェント□ツク機能 （•♦ pse ' 



グリル/ラジェントヒーター操作部タイマーキーを 
約2秒間巧し続けるとラジェントヒーター□ックランプ 
が点灯し□ツクとなります。 

やけどや誤動作を防ぎます。 


•電源スイツチに働きます ■才ートパワーオフ機能 

電源「入」のまま調理しない状態で日分間放置 
された場合、自動的に電源が切れます。 

高温注意ランプが点灯している場合は、己分 
経っても切れない場合があリます。 


女一巧同時使届時の禪がをわだ例 J 

■総電力び 5. 8 kW (4. 8 kW ) を超えないように、をヒーターの最大义力を自動的に調節しまず。 
消費電力の切 U 替え P 33 I 

■左ちヒーターとヴリルを同時使巧した場さはをちヒ••■■■•ターの最大乂力を自動的に制御しまず。 
■グリルとラジエントヒーターの同時使巧はでさまだん。 

[ 5.8 kW 設定時] [ 4.8 I<W 設定時] 


グ•パ: 产:: が:•一,リ； ゎ •'冷がぶ: •: みだ- 5 •み .-も み.ゾが 

;; ::纖讚资纖ち膛謹沒 1 i;r; 

.い...！一.、:,、.リ,..:、：•ベ...,..、 戊:...:.:., ...、.パ.!..:.、.,!...心.!,....:. V . ...け'. 

うジみ悄タニ 

夕みじ 

左ヒ ク ー/ちヒータ ■ — 

ラジエンわ夕 - 

グリル 

「 9 」（ 3kW) 

「 8 」（ 2kW) 

— 

一 

「 9j(3l<W) 

「 7 」（ 1.5kW) 

— 


「 7 」（ 1.5kW) 

「 9 」（ 3kW) 

(1.2kW) 

— 

「 7j( I.SkW) 

「 8 」（ 2kW) 

(1.2kW) 

— 

厂 9 」（ 3kW) 

「 5 」（ 800 W) 

— 

(1.8kW) 

广 7 」（ I.SkW) 

「フ」 （ 1.5kW) 

— 

( 1 ぶ kW) 

r8j(2kW) 

「 8 」（ 2kW) 

— 

(I.SkW) 

「 5j( 800 W) 

「 8 」（ 2kW) 

— 

(1.8kW) 










各部のなまえとはたらき 



※天面表示部は説明のため 
を点なのが能を示しています。 


天面表示部 II 


すール□ツクランプ 
ヴリル表示ランプ 

グ U ル乂二:!一選が 

をでフンソ 


をヒーター 表示部 



才-ル□ジク がロック 

— 〇 0一 

グ UJ レ ラジェント 

— 〇 〇 一 


姿巧き切身/干巧つ!ブ規を 



高温ミま意ランプ 


ラジエント ヒーター 
□、ジクランプ 
ラジエント ヒーター 
表示ランプ 


ちヒーター 表を部 

グリル/ラジェント 
ヒータ- _表示部 


吸 • 排気ロカバー 

をヒーター ( ! H ) 


ラジェント ヒーター 
ちヒ—夕一 （ 1 H) 


凸 マ— ク- 

〇巧卽 4 力戸斤 
® 鍋をや巧に遲< 
目安の表示マーク 
です。 


トッププ レー ト 
ヴリル焼さ網 
ヴリル受け厕 

グリル扉 

ヴリル取っ手 



光るサイン 
操作部 

12 ぺージに詩しく 
說巧しています。 



電源スイツチ 

電源を入れるとまは「ピツ J と 
噓るまで巧す。 

己お間操作がない場合は逗源を 
OFF しまず。 


雲源ランプ 

灌源スイツチ「入 J で点灯し 
「巧」にずると消巧。 


ヴリル靡を開けると 
通普を停止しまず。 


※イラストと実物は少し異な口ます。 




天面操作部 




をと一^女一操作部 -- 一、、 




.站 


圈賴麵擊 

為袭驗讓緣鬻歎被、:'バ- 


( 夕17—丰ーノ 

2巧な上の長押しで 
才ール□ツク 


(メ' — -1— キー ノ 


( 义力調節キ -") 


©強< なる 
扬弱 < なる 


ヴリル/ラジエント 
__ヒータニ操作部 - 

タイ勺纖美备 切が 


-…- ■! ちヒーター操作部}…-、, 


:ホが 


C 功/入 +—) ~ * 

0.5 秒!:ふ上長巧し 



_ 1 

( 夕つゾー丰ーノ 

2巧じ I 上の長押しで 
ラジェント□ツク 


\^少- 1— 平ーノ 

※グリルのか 


@強< なる 
@弱< なる 

( 切/入キー^ 

0.5 秒 W 上長巧し 


直/入+— ) — ' 

0.5 秒じ1上長押し 


■1"1‘'が|,|の'，巧■■，け■•な’けん一〜 

!ごを意1 

1 _…… 


•加熱中に天面操作部の切/入キーを約5秒間巧し続けたとき、加熱停止が態にもどリまず。 

•ラジェントヒーターとヴリルは同時使南できまだん。 



>鮮戀護 SEFS 画 A 靜嶋 ©鶴勝 


6種類のアラームがそれぞれのが態をお巧6だしまず。 


アラー ムの種類 

アラーム のが態 

アラー ムの種類 

アラー ムのが態 

ピツ 

操作部のをキーを操作したとき 
(加熱開始など） 

ピピピ… 

エラー表示とともに鳴る（連続10秒間） 

ピー 

加熱停止操作-設定解除操作を巧ったとき 

ピピッり〇秒間） 

錦底が高温になったとま 

安をタイマーが作動したとさ 

摸作部の各キーを受け付けないとき 

タイマー時間終了のとま、グリル自動調理 
終了のとき、自動湯沸かし終了のとき 

ピピッけ回） 

揚げ物で設定適度に到違したと言 













加熱調理（左ちヒ-夕-) 



(切/入キ -) を押す 

•切/入キーを巧しただけでは安をのため、 

ヒーターに 通雲されまだん。 

• 1おむ上キー操作がない場合は、切/入キーの 
受け化けを取り消します。再度、切/入キーを 
巧して< ださい。 


左 { H ヒータ ー 


点な 
点滅 一 


(天面表示部） 


lay toil (义力調節キ —) を巧して 
乂力を選び調理ずる 

•光るサイン（赤色）が点な。 

•自動的に义力「6」 ( l . lkW ) でスタート。 
•义力は押すごとに変わる。 

义力調節の目安！} ♦ P 14 


左 I 化ーター 


(天®表示部） 


, _ 

M] 

(光るサイン） 


※义力「9」 (3 kW ) で約10分間使巧ずると自動的に义力 「8 j に下がリまず。 


の/入 

^調理が終わった61(切/入キ -) を押す 


•ヒーターの通電を停止する。 





^使巧後は電源スイッチを押して電源を切る 


♦電源ランプが消な。 














… .:c : ■■ ■■- J ※通嘗の炒め物、焼言物調理は乂力「8」 （2 kW ) までで巧お調理でままず。 


f 州ホ日お 
木での白た 

表で. 


職—:、バ；、、巧 V 遙 、、 、 ■ 

為 、、 用 逸 . ， • 


9 

3 kW 

•沸騰 


8 

2 kW 

S 纖 •を煮立てる 圓 


7 

1.已 kW 


6 

1 . 1 kW 

• おでんなど多 < の靈を煮をむ 
•煮魚などの中义料理 
■測頸まかし弱め 

〇 

5 

800 W 


4 

500 W 

♦カレー.ボタージユなど粘性のある煮込み料理 

煮込み中は、巧料を数回かき混ぜる 


3 

300 W 


2 

200 W 相当 

1 

120 W 相当 

•保温 J 


※左ちヒーターをとろ义（义力1または义力 2) で使巧したとき「カチッ」といラ音が継続的に 
発生することがあリますが故障ではありまだん。 


1ご注恵 



•フライパンの種類によっては、高温になリずぎて底面が赤熱して変おすることがあ口ます。 

义力を下げてご使巧 < ださい。 

■か靈の姐を入れてぞ熱ずる場合や予熱したフライパンにミちを入れると、油の温度が急激に上がリ 
発义するおそれがあリます。 

• ヒ…ターの义力が強い場合、鍋、やかんのお状によっては振動したリ、蒸気が勢いよく出る 1 

おそれがありますので注意して< ださい。 i 

•みそ汁などをあたため直すときは、加熱前にかき混ぜ、加熱中もかま混だなが6調理してください。 I 

水や調理物を加熱していると、突が沸騰して飛び散ることがあります。 i 

-——_! 


1故障ではあリません ll 

ザ*—"， . I ん1 J ". ■ん. ‘J, レ"‘卜 ! .*" •..••■.一 . 一 " — … •一 …… — .. ■ ■ ■ ,, 

•電源を切つても、トツププレートの温度が約60で1ソ下になるまで「高温ミま意」の 
占滅表示ホ続けまず。 

本体内部の温度が离いと苦は、約30秒間ファンが回る場合がありまず。 

•使用する鍋の底ほが小さい(直径約1 2 cmL ツ下)では、基本的には使用できまだん 
が、使える鍋の自動判定において、をちいずれかの J H ヒーターでのみ 
使用可能な場をがあります。 

•調理中、銅の種類によつては「ブーン」や「ジー」などの其振音がすることが 
あります。 

•左ちヒーターを同時に使巧した場を、共鳴して金属音がすることがありまず。 

• I H ヒーターの使いはじめに、本体巧部にある磁力発生コイルからにおいが 
出ることがありますが、ご使南にともない化な<なリまず。 


ち邁を赛 


1_ r 

レ底ほ 


严体渐 



ステンレス製{窓面) 
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揚げ物調理（左ちヒ-夕-) 


I 夕ぃーグーく'，ぃ一〜ドい、'マ'•一. パ〜—：いぶ‘5ベー • ‘ィ，••、ツー ご、'*一子 '-—パ 


....一•ベ ー、一*パ.マーが"だタシ'、ぶ：バ、ゴ が;，"•グ、々がを r '- か巧、也-み 



■ち ヒー ターを使ラとき（を ヒーター も同しです） タタ^^ 

油置の目安 、で 〜一 70 

♦付属の天ぶら錦に油約90 Og ( 1 L ) を入れ、 3000 户 叫 . '' | _- : 

ヒーターの中巧に置く。（たンサーが検巧できる韓固）5〇〇ぇ \ 

•必ず巧罵の天かり鍋を使つ® 械ホ徽墙猫々夕 a ;：' ■.す例 

• 500 g (0.56 L ) 未満の油では調理しなし、。~^^广。 

♦電源を入れる。 iT _: 

◊電源スイッチを「ピッ」と嗚るまで巧してください。 

• 電源ランプが点灯。 


I な 


心/^^ 


-爾源スイツチ 
-電源ランプ 


編參 BI (ィニュ-キ -) を押して、揚げ物を選ぶ 

• 設定温度は白動的に「180」でに入る。。ゴ;4 
•光るサインが点な。 

•方ニユーキーを巧しただけではををのため、、^ 
ヒ—夕—に通雲されまだん。 \ 


も I H ヒ-夕- 
n 适度 

ion 

ipp 

二'を古 


点派 


ゾニュ哥ま巧ずごとに 

鈍る。 "1 し''''''''':''''' ’j 

I 呵 

慶潑葫かレ 

みな:':''''::':''''.'.画' 

で Mfj I 


•1 分む上キー操作がない場合は、ニユーキ•■の 想' I : 

受け巧けをおり消します。再度、乂ニユーキーを [天な表で部） … -: r 立::;ご…';…けで 

押して< ださい。 

- - 「 - 。習 ''Ii'ifniiiiiiiw—MWK in" 

..---- 今.^: _ _ _ I _ _ ■ • • ■ • ■一 • ■ ■■ ■■■■■■■ ■<■ N ■■■1■ ― «■■ 


p 油温度の設定を変えたいときは 

函國 ( 义力調節キ-> を押す 

•油の設定温度は、140〜200でまで、 
10でごとに設定できます。 


([お度調節の目是 Jj 


をを剖 40 V さ 150 を"; 16 吃 ち 170 ';!. 180 ;:'が 0 い:で 00 ^ 
窓を抑 40 で細 50 で御 60 で抑扣で測抑で糊孤でお柳で 


巧厲の天ぷ6鍋で油90 Og を使った場合でず。 

‘詳しくは巧厲のクッキングブックを參照してください。 




圓(切/入キ -) を押ず 

•光るサイン（赤色）が点巧。 

• 設定温度表示が点滅に変ねリ、 
i (揚げ物表示)が点巧し、 

ヒ—ターの 通輩を開始しまず。 

• 設定温度になるとアラームが鳴リ、 
温度表示が点滅から点なに変わる。 


ち I H ヒータ ー 
广温度！ A 


8IJ 

'U \ 


点ミ励尸 

点巧 


(天面表示部） 


響 

(光るサイン） 


点な 


設定温度までの所要時間まが) 8 〜 1 . 0巧です。 
※設定温度180で、油靈90 Og (約1 L ) の場台 


調理が終わった6 M (切/入キ -) を押す 

• ヒー ター の 通電を停止する。 



し-::ムし，':'.一一〜古 _'.- —■—— 1 


P 使巧後は電源スイツチを巧して電源を切る 

•聖源ランプが消巧。 














■ 





■ 


提げ物調理中はそばを離れない 

炒め物、焼ま物など油を使ラ調理をずるとまもそばを離れないで、 
加熱しずぎないよラに义力調節をしてください。 

油靈は500 g ( 0.56 L ) 未満では調理しない 

油の愛び少ないと温度が上がリずぎ、义災の原因になります。 

必ず付属の天ぶら鍋を使5。 



■ ラジエントヒーターで擦げ物調理をしない 

温度調節機能び正し<働かず、义巧の原因になります。 


楊げ构調远わ一 ♦揚げ物乂ニユ-を選巧してくださし、。 

♦ 1回に揚げる憂は、油の表面積の *1 / 2程度が目安でず。 

窥度調節機能を正しく働かだるために、次のことを守リましよう。 

■揚げ物調理は、必ず^揚げ物乂ニューでご使巧ください。 


•鍋底が反った0、変形した天ぶ6鍋は使わない占 
変开ミが こ 場合は、驾力□購入して くちさし、。 (お買いホを9昭を店にご哟 p < だきか） 

■トツをす b - 卜を確認ずる。 

•巧れていないこと。 

•ぶめていること。 


■巧のよう場酷ま摩わなぃ。 

•熱い油。..'...'........:...::..........'..'...'..''.....'.'' 

* 何度も使って、揚ばカスが沈んだリ、奈褐色に濁った油。 

■加熱を始めたら、油を継ぎ足さない。 

他の LH ヒーターに移動させない。 




r ごミ主愚 f 



•鍋底のミちれ、異物は取リ除いてください。 


S お願い I 

_ 


参. 

安全のため湯沸かしと揚げ物調理は、同時には使巧できません。^_ 

このような場合には、湯沸かしを通常加熱で巧ってください。 [-► P 13 I 
' 一方のヒーターで湯沸かし中に、もラー方では揚げ物調理を受巧けまだん。 ' 

、また、一方で揚げ物調理中に、もラー方では湯沸かしを受巧けまだん。 ， 



1故隱ではあリまだん！ 

1 


. ' の 

•揚げ物調理には、タイマーは使えまだん。 

•油の温度が設定温度到達後、巧料をた<さん入れると油の温度がお下し、設定温度表示が点滅表示 
に変わることがあリます。設定温度になれば、再び点なに変わりまず。 

•電源を切つても、トツププレートの温度が約60でムソ下になるまで「高温注意 J の点滅表示を続けま 
す。本体内部の温度が高いときは、約30秒間フアンが回る場合があります。 

•トツププレートが熱いときに揚げ物をすると、油の温度が設定温度よリおくなったリ、設定温度 
到達までの時間が長<なることがあります。（トツププレートををましてか6使巧してください。） 
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湯を沸かす（左もヒ—夕 -） 迫 1 IM 遮 51 k , 

- が—…— … 一 ■， — - w 〜——— -，•〜，，— … 一一 T "— ご二--こ IT _ T ! 二！ニニニ.:ニニニニ:-二…ニニ:— - 


■を ヒー ターを使ラとき（ち ヒー ターも同じでず） 

♦底の平らなやかんや鍋に1〜2 L のかを入れ、 

ヒーターの中央に置く。（它ンサーがお巧できる範囲） 

♦電源を入れる。 

◊電源スイッチを「ピツ」と鳴るまで押してください。 
•霉源ランプが点巧。 



鎖己 




-電源スイツチ 
■■里源ランプ 






義論 


(；^ニュ-キ ー） を2回巧して湯沸かしを選ぶ 

• M 湯沸かし表示が点滅。 

•六ニユーキーを巧しただけでは安全のため、 

ヒーターに通電されません。 

•1 おじ(上キー操作がない場合は、ニ ユー キーの厂 
受け付けをおり消します。再度、/ ニユー キーを Ceg 
押して < ださい。 

• X トッププレートが島温の場合は、自動的に 
水量設定モードに切口替えます。 


を！ H ヒーター 



タニューは巧ずごとに 
変わも 


H 点巧 


(天面表を部） 


imm 

A 

国濱沸かし 

CMV 



歴則 で甲 




■水の墨を設定する場合（水堡設定モード） 

X トッププレートの温度に関係な<設定が巧能でず 

♦ (义力調節キ -） を押して水量を設定ずる 


>水量は自動的に「1 L 」 の表示になりますが、「1 L 〜3し」 
の範固で水置を設定して < ださい。 


水還を2 L に設定した場ち 


を I H ヒーター 


己 b" 巧 a 



- 11 ■.… •• 績ド.…， のの^^ 


切/入キ ー) を押してスタートずる 

•光るサイン（赤色）及び — 

^湯沸かし表示が点なしまず。 

•沸まあがるとアラームが鳴リ、 

一定時間保溫した後、加熱を 
停止する。 


左 I H ヒーター 






(天面表示部） 


(光るサイン） 


切从 


途中でき動湯满かしを巧が背すときは、 ■ 切/入 キーを 
巧して加熱を停止してくだざい。 


—wMMera aag ^ama 化 . . ll l l "II ■ 山 il ■■ 抽 f か 




の/入 


動 お湯が沸いた6圓（切/入キ -) を押ず 

•ヒーターの通雷を停止ずる。 


切/入 







^使南後は電源スイツチを押して電源を切る 


♦電源ランプが消な。 


















百動磊满かレ機能を巧 t く働かせるたゆに、ホめことを守0まレ本ろ。 

■底が平6で璋 幸みダ ドんががん)または鍋を使う。 

•度が苗起した:古トル(やかん)か鍋を使うと、沸騰お知らだアラームが / 

鳴6なかった口、遅れて鳴口まだきになる場音がぁリまず。 0名墙 

■トッププレートを確認する。 ^ 

♦ミちれていないこと。 

■湯沸かしを始めたら、水を継ぎ足さない。 


他の I H ヒーターに移動さだない。 


お願い 


•鍋底の巧れ、異物はおり隐いて<ださい。 

■安全のため湯沸かしと揚げ物調理は、同時には使巧できまだん。^_^ 

このような場さには、灑沸かしを通常加熱で巧つてください。 1^ P 13 I 

f —方のヒーターで';易沸かし中に、もう方では揚げ物調理を受付けません。 
また、一方で撼げ物調理やに、もう一方では湯沸かしを受なけません。 


•水蟹は、容器(満水容靈)の約60%までにしてください。 
大きな鍋で3 L までです。 

•ふまこぼれ P ち止のための適切な水置は1し〜2しです。 

水置設定モードで湯沸かし加熱をする場をは、1 L 〜3しまで 
水靈設定が巧能です。 

• 1 L 未満のかを入れた場合は、沸騰のお知らせが遲れて、 

ふきこぼれた口空だきになる場合がありまず。 



I 湯沸かし加熱は水 W 外(だし汁やスープ.ミルク）を沸かさないで<ださい。 
沸騰してふまこぼれたり空だ言になる場合があります。 

I 湯沸かし如熱で焼き物.炒め物調理をしないでください。义力が強すぎるため、 
鍋やフライパンが赤熱して変形することがあ口ます。 


故障ではあ。まだん_____ 

♦ケトル(やかん)や錦のおがによっては、沸騰ずる前に終了する場合があります。 

區] キー で再度沸麟さだて < ださい。 

•揚げ物調理後など、トッププレートが高温 の，ときに湯， 沸かしニュ-を選巧すると、を全のため 
か靈設定モードで動作レます。一水置設定 !■» P 17 I 

•電源を切っても、トッププレートの温度が約60で UTF になるまで「高温';主意」の点滅表示を続け 
ます。本体内部の温度が高いときは、約30秒間フアンが回る場含があ口ます。 

•湯沸かし加熱は、义力3 kW で加熱するため、ケトル峨かか)や鍋の種帮によつでは、 

「フ_、ノ， とか「ジ_ン」という音が少し大きくなリますがが障ではあリまだん。 







ラジェント ヒータ 


10*01 




■ラジエントヒーターとヴリルは同時使巧できまだん。 


♦鍋にな料を入れラジエントヒーターの中央に置く。 

• I H ヒーターで使えない鍋や小さな鍋で少靈を 
加熱するときに使いまず。 

• 鍋底が平6で厚手鍋が最適でず。 

♦電源を入れる。 

◊要源スイツチを「ピツ」と嗚るまで押して<ださい。 
•雲源ランプが点な。 



バ电"ち j-r 二:ミ-- jj 己 


1ES 




里源スイツチ 
を源ランプ 






切/入 



ラジェント 

盖 


グリル/ラジエント 


义力 

L 弱こち媒 


< C 点巧 


姻參胃(切/入キ—）を押す 

•ラジェントヒータ~表示5ンプが点な。 

•はじめは自動的に义力「中」の表示び点滅。 

•切/入キーを押しただけでは安をのため、 

ヒ—夕—に通電されまだん。 

•1 分む上キー操作がない場合は、切/入キーの 
受け付けを取り消します。再度、巧/入キーを 
押してください。 

— I■ か W I I I I り .. . uni'll .. w.wi"; .. り",—備 w,-r,""".v"'u,v , 叫 ； b w k m ib ■ つ〜円 , | " で * xf 产 1 • 怖 • け , ■ ■ • ■■ • fr 11111 ■■■ in - 1 - 巾 ■ で ：..…. ._'.-..'.'l..'_'~ friY rV- rir . -|T»i.H-H.im .i.-.H. 


(天面秦示部） 




(义力調節キ~)を押して 


m 

义力を選び調理ずる 

• 义力表示が点滅か6点灯に変わる。 


乂力を「強」にレた場合 

、むれ x -'..::...::....-:.. v ,: て......：；.::化.;マ..；:..:.........；. 

グリル/ラジエント 


表示 

弱.—: 

ホ 

...': 一* 心..、 • .::- ， 

强 

、义力 

350 W ネ目当 

500 W 相当 

1. 25 kW , 



強- H 点な 


(天面表を部） 


义力が「中」「弱」の場合、通電をコント□ール 
するため、ヒーターが赤<なったり消えた0しまず 


坊从 

切/入 


’ が で巧なが S にな,化が ’ AV 方化 


調理が終わつた 6 H (切/入キ-店 押す 
• ヒ夕一の通蠻を停止ずる。 






巧 ra=a"Tii-w ， ’—wTi'T-YT’ ■■".•.•.•■•"■" 山 ’ vjWi’ 化 ' iW — 、占 


使巧後は電源スイッチを押して電源を切る 

•電源ランプが消巧。 

■ラジェントヒーターを使えないように□ックずることができますーラジェント□ツク 
[ごを意_ 


P26 


•お手入れはやけどを防ぐため、トッププレートがをえてか6巧って<ださい。 

I •調理中は、紙-プラスチック製容器など、燃えるものは近づけないで<ださい。 

I_ - 

I m II irni~iTTnnrnrr~nrriiir —iir—i~niiiTmr i— 『 fir i iii'mi inrrnrriMitiMtiur—— ^ 

I 巧障では友，; I まだ:ん I 

レ ■ i mmn i iwmnm '— iii , ii im —,，’ i ,"" ii " … rr/r-rttfimt^j'^mjfaa£ [，-，-' r --'- r r - . . . ' * ' * ' ‘.一-....-.. . . . . .■...•. 一 .., " ,., . .. . . . . . . 


耍源を切つても、トツププレートの湿度が約 6 crcLU 下になるまで r 窩温注意」の点滅表示を続けます。 
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タイスー （左ちヒーター•ラジエントヒーター 



口' mi 


■左ヒーターに設定ずるとさ 
(ちヒーター‘ラジェントヒー•夕一お同じでず） 




♦鍋に巧料を入れ左ヒータ—の中央し窗く。 I :'''て^中縦が广巧ス_ / 

♦電源を入れる。 \ , 11 ! 砸 '广—づ 

◊電源スイッチを「ピッ」と鳴るまで押して<ださい。 

• 電源ランプが点口。 _ 

. -- 1 -…- . . . 放齡絶識 W 顆の… 一 … M ぃ . 誠咖國匿咖函醫■圆 

ぶ油盛 k ，，^、わ如づ" ‘切/•^っ 左 IH ヒ-夕 — 


嚇鑽 Hk 切/入キ -） を押ず 


•切/入キーを押しただけでは安全のため、 

ヒ—夕—に通妻されまだん。 

•1 お IU 上キー操作がない場合は、切/入キーの 
受け付を取り消します。再度、切/入キーを 
押して < ださい。 

m _■ - t .'.'1『「 ，"-—の—— — w …… M ‘ | • ド,、," AI —— |"' l ,, ••….■- l ■，，マ,.，.,•|,.1,|,7川町—,…,み a , t ; w w"|j . 心 ；，， 川け 1 け i v" a 

極 圖國(义加1節キ -) をま罕して 
义力を選び調理する 
•光るサイン（赤色）が点巧。 


乂力_斗む— 

(天面表を部） 


点な 
点減 L 


- - 〜*、,—：、".が ：>_^^~^が。<_の9 がけけ . な肝> =«1 〇 ^口化!巧6!|が卽|11 ^ 以山|. "ジ ,||&' 化山^ 。 山 ？1,111., " "•… wi p i m i M 口 n w - fi w ii rwwmnr ’ 


を I H ヒーター 


一火力 _し1 
(天面表示部） 


点な 



点な 


(光るサイン） 


^國（タイマ-キ -) を押す 

•タイマー設定時間「0」が点滅。 


函函 （ 义力調節卜间甲して 
時間をたツトする 

タイマ- 

胃（タイマーキー）をを甲す 

•タイマー設定時間表巧が点滅かゎ 
点巧に変わり調理タイマーがスタ--卜。 
(なお設定時間它ツト後、約5秒間経過 
すると、調理タイマーが自動スタート） 

• 設定した時間を表示し巧口時間は 
1お刻かで滅リます。 

(1 分 LU 下は秒表示に変わります。） 


•タイマーが終了するとアラームが鳴り、 
自動的に通輩を停止する。 

. . . . . 、 

途中で調理タイマーを取り消すと言は 
m (タイマーキ ー) を巧して<ださい。 


アドバイス 


1時間10おに設定した場さ 
を I H ヒ—夕— 左1 H ヒ-夕- 


点灯 


f no 


广：1 

n 

い in 


ru 

义力〇 

〇 



义力 bl im 

( 天面表示部） タイマー時間終了時 


:-'V がが-''ぶがが、巧ぞ;終が 


ラジェント 


1〜30分まで 

1分刻が 

30分〜1時間まで 

5お刻か 

1〜目時間まで 

10巧刻み 

1〜99巧まで 

1溯かィ 


9〜4 1お〜3時間 

左化-夕 3〜1 1分〜 5 W " 

^ラジェント 強•や•弱 1分〜99分 


(义力調節キー ） を巧し続けると設定時間(刻み方)が早 < 変ね口ます。 
また、1時間 LU 上の時間を設定する場合は M を巧す方が早ぐ設定でままず。 
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グリルで魚調理をする前 I 



※必ず換気装窗をご使巧 < ださい。 


ヴリル受け皿に水を入れる 

乘褒り。乘搔レのどちらでもお使いいただけまず。 

水を入れても入れなくても化来ぱえは同じですので、 
お巧みにより使い分けてください。 


♦水ぁリー受け皿のちれが取れやずい;煙がかれ V 
水をがれる場合は动ッブ谓 : f (約200 ml ) 
入れずきるどこぼれます。 

♦水をし—水を入れるホ間や、水をこぼす屯既が 
あ。まだん 



■ヴリル焼き網に油を薄<塗る 

焼き網は、経年劣化や魚の種類によって<っつき 
やず< なる場合があ口ますので焼さ網に油を薄< 
5^って^"だホい 

炼き上がリ後、巧料が焼き網に付着しにくく、 


取0出しやす<な U ます 



■調理を開始するとき 
• ヴリル扉が開いたが態では安全装這が働き加熱 
しません。 

•ヴリル扉を閉めると、自動的に力日熱を開始し 
まず。 

ヴリル扉 


おつ手 



本体 


■調理中に開けたとさ 
•力日熱は一時停止しまず。 

•グリル扉を1分間開けた場ちは、アラーム（ピピピ 
10秒間 ） が鳴り、をての動作を停止しまず。 


■グリル扉を水平にゆつ<リ引き出す 
止まるまでいつぱいに弓 I き化しまず。 



■はしをヴリル焼苦網と平行に入れ、 

魚を軽<持ち上げる 
焼ま網に付着した魚をはがしまず。 

焼き上がる前に魚をずらずとグリル焼さ網に 
付着しに << な口ます。 




•調理中、調理後しば6<は、ヴリル扉部、排気□周辺のタトがやトッププレートなどが高温に j 

なつていまずのでごな意ください。 I 

♦ヴリル扉簡辺から煙や水蒸気び漏れる場合があリまず。（グリル扉は奥まで確実に閉めてくださし 、。）I 
•ヴリル調理をするときは、ヴリル受け皿にたまった脂分や食品かずを必ず捨ててください。 I 

(食品のにおいが巧くことがあ口まず。） 


!お願い 

、 


■ 1 

•調理を開始してしばら<の間は、前回の調理でヒーターに巧いた指が舶熱されて、においや煙が! 

出ることがあ0ます。グリル使巧時は必ず換気装置をご使用<ださい。 1 

•脂のをい魚を炼いたとまは煙がをいため、調理後3 0巧、程度待ってか6、ヴリル扉を引さ出して1 
<ださい。 1 


1おが)6だ I 

'い巳咖 w 山腸 ICTliBIiUJWn ■川帆时■ 1 咖邮七 ■……"一,", . . . . . . . . . .. . て…---。-…''. 

•調理中、魚の脂などが下ヒーターやヴリル受け皿に落ちると、においや煙が出ることがありまず。1 
♦調理中、ヒーターの熱で庫巧の金属部おが膨張•収縮して「ポン」と音がすることがありまず。 I 

•調理後、電源スイツチを「切 J にしてもグリル庫巧の温度が高いため、約2分間ファンび回る音 I 

がしまず。 I 
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ヴリル（自動調理) 


h み•一べ-占一•••，•心•一一,ゴ。品•たが•か•，ぶ•な'-".-、 •• :ン，.，一•がが—.•.一■み襲^^^^^^^ 



自動調理 


■グリルとラジェントヒーターは同時使用できまだん 


、こ巧がみ'•ち'--…'一；:' ム がこ 

驚?^谭義鑛穿 tei 


♦グリル焼き網をたツトして魚をのだる。 

♦グリル扉の下部が確実に閉まるよラに、ヴリル扉を奥まで 
押し込む。 

X ずき間があると、グリル扉から煙が出たり、 

自動調理がラま < できまだん。 

♦電源を入れる。 

〇巧源スイツチを「ピ 、ソ」 と鳴るまで巧してください。 

• 電源ランプが点巧。 


Hb ^ ヴのレ扉が開いた状態そ•は通電レなし、。 




•片纖ダが 



國けニュ-卜 } を巧して 
少ニュ ーを選ぶ 
•グリル表示ランプが点な。 

♦ 乂ニューは自動的に 焼き] に入る。 

◊押すごとに乂ニュ^が変わる。 

,-き動-1 __ 

♦摩羅哥►し切身斤物」 ►_( つけ焼き] ► If 動 j ► 「切 」 T 

•各/ニューとも焼き加減は「標準（表示消な)」に入る。 

•1 巧む上操作がない場合は、ィニューキーの受けがけを 
おり消しまず。再度、タニューキーを押して<ださい。 


輿まで押し込む 


グ UJ レ ラジェント 

〇 

ぉ习親狀也化齡 1 ! 驰嫌！ 怯動 I 

m 000 

[ Aj ] 

(グリルタニュー選が表示ランプ） 


圖國（义力調節キ -) で焼き加減を選ぶ化上り「標筆」の場合 化上口嗜の谭合 



けまま加減「標準（表示消巧)」の 
場合は操作する必要はありません。 


釋準 

.、、嘟し、谭示 口):;:娜):::— 


•焼き力日減「強」又は「弱」を選ぶと 
その焼ま力 D 減の表示が点滅しまず。 


ヴリル/ラジエント 


点な 



「標準」の場合は 
仕上りの表示は 
表をしまだん。 


■■ 



(天面表示部） 




m 


切/入 

圆(切/入キ —） を押して調理する 

•化上り（焼き加減)の設定が点巧に変ねリ、 

〔〕を表示し、ヒーター通蜜を開始します。に^ 
•各乂ニューの設定温度に達すると残り時間を 1点巧 
表示する。 

• 5 美リ時間は1分刻みで減リ、1分がドは 
秒表示に変わる。 __ 


調理が終わった6圓(切/入キ- ) を押す 

•調理が終了するとァラ^^^ムが鳴リ、自動的に 
通雲を停止する。 


使巧後は電源スイツチを巧して電源を切る 
•電源ランプが消な。 


(天面表を部） 


残り時間5分の場合 


广っ T 

仕暮 

(天面表示部） 


点な 




残リ 

^nc 

ち uir 

化よ口 
強 

(天面表示部） 


途中で自動調理を取リ消すときは 
B (切/入キ —） を押して 
<ださい。 


グリルは、ご使巧のたびに 
お手入れをしてください。 







































'リル（手動調理） 


手動調班 II ■ヴリルとラジェントヒーターは同時使規できまだん 


、•，、が•••パ' ななが〜;化•かレイ作•一みい W か化如 w '-. w かか ts •イが似をもかいん'ペ ' h ,' な一八がパが;も、バム I 冷む.：で:?^?! 




^1 ( 乂ニューキ ~~) を J 甲して 
( 手動 j 木ニュ —を選ぶ 
◊ 押ずごとに乂ニューが変わる。 


グリル 

つ 

ラジェント 

(点な冷 

〇 


户姿焼萄 ► 增身斤物 J ► り 1 疏司 ► 序面 ) ► 「切」 




ヴゾル表示ランプ及び「手動」のランプが点な。 
1 义力は自動的に「強」に入る。 


し点が 

(グリルタニユー選択表示ランプ） 


(义力調節 キ —） で焼き加減を 選ぶ 
設定した义力が点滅。 


乂力「強_!ホ場合 


产：-..:.:.. 

. A..VV .. 


弱ィ 

中 

►強 

( 漁減 ).. 

心-.…—....''. 

( 点滅 ) 

( 点滅） 

パ ’’’.’:’:’’:’’.’’.’….’’’：’.’’.....; .J 


义力、，， 

弱中:韓本爲藏 


( 天面表示部） 


圓（入/切キ- ) をそ甲して調理ずる 

• 設定した义力が点巧し、ヒーター通雲を 
開始します。 


切/入 


义力「強丄①場合 


义力 ,_ 

一 強お卓纽 


囑 « r ; v ; 谭 

:ぷなみ夕み凝ソ鳥.'^みミみジ<クろ".‘；；/: — ..、, :7户.をミ—たへ'‘。 


( 天面表示部） 



户さ 

.も'〜，ぶ-亡: 


一;： mmsm がへ ;;'').-‘ ^ ■ 


夕つ イー 

( タイマ - キ —） を押ず 

♦ タイマー設定時間「 0 」が点滅。 ^ 

1^1^( 义力調節キ-)を押して時間をたツトする 

◊ 1 お刻みでたツトできます。 - 

國國（义力調節キ ー） を押し続けると 
ぶと^ I 設定時間ほリみ方)が早<変わりまず< 

胃（タイマ-牛—）をネ巧ず - - 

• タイマー設定時間表示が点滅か 6 点なに変わ 0 調理タイマーがスタート。 

( なお設定時間たツト後、約 5 秒間経過すると、調理タイマーが自動スタート） 
♦ 設定した時間を表示し残り時間は 1 分刻かで減ります。 

(1 分下は抄表示に変わ 0 まず。） 





力日熱開始から最大 29 分 


7ス •' 

•n つ 


(7 分を設定した場を） 


I タイマーが終了するとアラームが 
鳴りき動的に通蜜を停止ずる。 


違中で調理タイマーを取り消ずときは 
壓](タイマーキー）を巧してください。 


^調理が終ねつた6麵（切/入キ -) を押す [ ■連続して焼くときは、一度切り 

I 設定し直ず。 

• 調理が終了するとアラームが鳴リ、自動的に *30 が U 上連続して加熱すると、 

通畢を停止ずる。 1 切り忘れ防止機能が働きます。 



使用後は電源スイツチを押して電源を切る 

♦ 輩源ランプが消阿。 


ヴリルは、ご使巧のたびに 
お手入れをしてください。 































自動調理乂ごユーと焼き加減夕目ま J 

■脂分がをいお （ さんまなど）を姿炼きずるときは、コツプー巧の水（約 200 ml ) を入れてください。 
煙が少な< な口ます。 



@ 弱 

@ fl ? プ消口) 

@ 強 

1 

姿炼き 1— ^ 

塩感品)短さんま 

@ •さんま 

知めの’ 

牛る 

し 一 Z 'ぃリ 

♦あじ 
•いささ 


二‘!^ 器 ■ 




切身•干物 

[よ<乾燥した干物) 
ししやち 

■■•■塩ものの、•巧短さば 
. 切り身 j * 塩結 

^ •がじの開さ 
じ - J •カレイー夜干し 

'を魚 
、切り身, 

♦生鮮 

•さば 

剛 

切身/干物 - 

ルを 

J "け 

卜 J 、 さい干物 j 
いわし丸干し 




っけ焼さ 


■照り焼き 胃 

•かそ漬け 

[大さめの 

を 

/け、 

、 一 

■かそ潰け 
•こラじ漬け 

つげ焼さ J - 

か口んづけ 

f 身の 'I •さんま 
薄し、もの J •かおじ 




動調理の义力！ 


r 表示 

义力 ^ 

強 

I.SSkW 

や 

1.2 I < W そ目当 

弱 

V 

850 W ネ目当 

J 


♦調理時間は、調理物の種類.大きさ.数などによつて異なリます。 

焼け具合を見ながら义力や時間を調節してぐださい。 

♦調理やは义加減調節機能でヒーターがついたり消えたリしますが 
故障ではあリません。 

♦調理中でも义力の変更はでまます。 

※詳しくは巧属のクッキンヴフックを参照してください。 
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が リル扉がみし開いたが態では心安を装歷が 
働き加熱レまだん。 

•パッキンのつけ忘れ、タトれや浮きびないことを 
確認してください。 

(ヴリル扉か6煙が出たり、自動調理が5まくでまません） 


パツキン (消耗品) を交換ずる グリル扉のずき間か6煙が漏れ出したり、柔敎性がなくなうた6、 

'り'''で:''ソ…ご''' 山.，',.'. 产パツキンを交換してください。.パツキンは V . お質い.ホめの取扱巧に 

お問い合わせください。 

(3) 古し、パツキンを引っ張って外ず。 ち 

②新しいパツキンの凸部をグリル扉襄側の巧に端 f % 

から順番に完きに押し込む。 iki も隧^?!^ 1% f 
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クリル (取りタトし•おり付け）リル部が巧えてから巧う！ 


f こほ用のたびに锦^て < だか。 

■お手入れは、璧源スイツチを切り、グ U ル部が;肴えてか6行って<ださい。（やけどの原因） 

( ヴリル庫巧 ( フッ素樹脂加工）） ( ヴリル受け皿 ( ホー □- 方□ェ） ) 


垣態 




ヴ U ル部を取口出し、庫巧底面の油ミちれを 
ふ言取ってください。 

•摩巧の巧れがひどいときは、絞ったふきんで 
輕くふき取ってください。 

•強< ふままずと塗装び傷むことびありまず。 


グ U ル康巧 



库巧か6取リ出し、グリル受け皿にたまった 
脂巧などを捨ててくだをい。 

•中 I 性洗剤を溶かした水につけ、スポンジタワ 
シなど柔6かいもので洗ってください。 

C グリル焼さ網 ロッ素樹脂加工)") 

水に浸け、ミちれを湿6だてか6薄めた台所用 
中 I 隆洗剤とスポンジで洗って<ださい。 
♦スポンジのナイ□ン面は使わないで<ださい< 
( フッ素樹脂加工がはがれることがあります） 


己?-•くこ/•タタ'雌吟夕 * み y ' が却#»"ぶター r ’ f が》'が命ジザがかづザがが 












口、ソク機能 


♦電源スイッチを入れる。 

•電源スイッチを「ピッ」と鳴るまで押してください。 
• 電源ランプが点巧しまず。 


、 …’ 一 '- ぐ—〜; 

W !、 • 

J » ,.、 . '. 。‘ .-- ; 


才ール□ツク(チトィルド□ック） 

かさなお子様のいたず 6 P ち止や誤動作を防ぎます。 

>才ール□ツクを設定ずると輩源スイツチの「切」 
「入」操作じ又タトは、操作できなくなリまず。 


ラジェント□ツク 

•やけどや誤動作を防ぎまず。 

•ラジェント□ックを設定ずるとラジェントヒーター 
のか使用でさな<なリます。 


ロックをずるとき 

HI 左ヒータータイマーキ-•巧—ル□ツク2砂巧し)を 
約2秒間押す 


タイマー 


liii 

mmm » 


r ^'—!. .念な-’: 

杉嫌'を みが巡 扱; 2 S £4 i ^ i & 三ぉ 


才 一 J 阻桃獅し 


國中央ヒ_夕_タイマ— キー (ラジ王ントロツク2秒巧し} 
を約2秒間巧す 


タイマー 


i^ii 議 


〇も□ック2娜し 


•オール□ツクランプが点ホ了< 


ラジェントヒーター□ツクランプが点な。 


勃黯がは口が 

I グ…レ 


才-ルロブク 沉口が I ラジエント□ツク中は 

〇 @^^==:ゴランプが点な 


□ツクを雜陈するとき_ 

画左ヒータータイマーキ ー( す-ル□、リク2秒巧し)を 
約2秒間巧す 


WM 中タヒータータイマーキー(ラジ I ント□、リク2秒巧し) 
を約2秒間巧す 


タイマ- 


タイ マー 


才-贴が 2 觀? し 

•すール□ツクランプが消灯。 



ホロが 2 糖し 

•ラジェントヒーター□ツクランプが消巧。 
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お手入れ 


Mil— 1醒 

—— — 


まをにご使用いただ<ため点検-お手入れをしてください。 


き^もを巧泌ク獻 




A を意 


(» 必ず電源を切0、富温ま意表示が消えて 
^十分に;ちえてか6行ラ。 

(やけどの原因になります） 

( M 排気□に水を入れない。 

^ (やけど、感電、けがの原因になりまず） 


かお手入れは、使巧のたびに巧う。 

^ (発煙や発义の原因にな0まず） 


本が部•天ぷ5錦 


たねし、金属たねしやベンジン、シンナーは使巧しない(表面を傷つけまず） 


•本体か6外し、水洗いをした後、乾いた柔らかい 
巧で水気をふきおって < ださい 。へ 
• お手入れ後は必ず本体にたット 
してください。 突起読^/ 

•ご使巧のたびにお手入れをして，突起部が後側に 
ください。 なを巧！连タト 



(放置するとミちれが巧ります） 


じて<ださい 


. 軽いミちれ . 


絞つたふさんでふき取つて < ださい。 


. がちれ よ 


台所巧中性洗剤でふき取ってください。 
酸性-アルカリ性の強い洗剤 ( 漂白剤など） 
は使わないで < ださい。 （ 変色の原因） 


. 取リにくいミちれ J 


液体クレンザーなどを少壁つけて、ラッ 
プやアルミ道などを丸めてこす0取って 
<ださい。 


液体クレンザー 
(クリームタイプ） 



• 乾いた柔6かい巧でふき取ってください。 
• 酸性•アルカリ性の強い洗剤は使わないで 
<ださい。（故瞎の原因になりまず。） 
•水にめ6さないで < ださい。 

(故障の原因になります。） 


付属の天ぷら鍋 


この天ぷ6鍋には「耐熱塗装加工」を施しています。 


•薄めた台所巧中性洗剤とお湯で洗ってください。 M ^ 

♦たねしやかがき粉（クレンザー）は使用しないでください。 

(塗装がはがれまず） 

•鍋底の異物やミちれを取って< ださい。 揚げ物^理 iu タト 

(油温を正しくコント日ールできないことがあります） には使わない 

•洗い終ねって乾いた6鍋の内側に軽く食用油を塗って<ださい。（さびることがあリまず） 
























































dC ■下記 w タトの表示が出たときは、 

'人1/ゾ巧^巧 ^ /J し/こ 《 ち お買いまめのおあ店にご連絡ください 

. 具•か.一ん"化心* :;心川 祉 VV ■加;-^ •二: ; •曲で^ 術ぶ^^; で : r :::. . : 二 こ 二 — — - - - - 


■安を機能が働くと「ピピピ . •」とアラームが鳴つて、次の表示でお知6せします。 

表示内客をご確認ください。 ___ 


r m 議扣 

原 因 

処胃 ) 


，•宿 
S 拒 

cg §3 

温度過昇防止（揚げ物.湯沸かし調理） 

•ミ由霉やか靈がみない場合や、麵が空焼まで 
ま局底温度が異常に上がった。 

•油靈や水曇は、定霞範圃巧 
で調理を行つて < ださい。 

•鍋底やトッププレートに異物やミちれが 
こびりついている。 

•異物やミちれを取リ隙いて 
<ださい。 


egg ) 

の 

iU 

グリル異常高温検巧 
■グリル庫巧の発义などで温度が異常に 
上がった。 

■すぐに電源スイツチを切つ 
て < ださい。 

•おが消え、温度が下がって 
か 6 ヴリル庫内を掃隐して 
<ださい。 


做 

脚 


揚げ物異常検巧 

•付属の天ぶ 6 鍋と異なる鍋で揚げ物調理を 
した。 

•付属の天ぶ 6 鍋をご使巧 
<ださい。 

光るサイン （ホを） 

- こ 

吸•排気□目詰まリ檢ミ日 
•左ちヒータ-使用時に、吸•肖廣□カバーを 
ふさいでいるため、本体巧部の温度が高< 
なった。 

•吸.排気□カバーをふさいで 
いるものを取リ除き、お手 
入れをして < ださい。 

i 同無しき動 OFF 

• 齡疆いていないまたは使邮に獅觸が大きくずれた。 

•鍋をヒーターの中央に 
置いてください。 

•使巧中に銅を外した。 

♦使えない銅を使巧している。 

• 銷底の離例せかったり、謁庭が反っているものを使用している。 

• 1 H ヒー■夕一で使える鍋を 
ご使巧ください。 

5 日ら 遁彰 

V 

•畢源電圧が異常に值い(約 16 0 V 未満)の場を 

• お買い上げの販売店に 
ご連絡 < ださい。 


•表示内容を確認したら、嬰源スイツチを「切」にして処歷を巧つてください。 


その他のエラー表示 


ちヒーター 


山！ IL! おし'おII !加I I !1可 rmil ! 1 卽 の:！:ラ-表示が出たときはもヒ-夕 -aw 入キ- } を巧すと消えます。 


左ヒーター 


が川？巧医罚I?細但>{|[?刊に圓①エラ-表示が出たときは左ヒ-夕 —■; 切/入キ-> を巧すと消えます。 


ヴリル ヒーター 


[Till 1日II厕 刚のェラー表示が化たときはヴリル/ラジェントヒータ ー 胃(切/入キ -） を押すと消えます。 


ラジエントヒー ター 


じ日I聊のェラー表示が出たときはグリル/ラジェントヒーター M (切/入キ —） を巧すと消えます。 


製品を巧 


ち百7!を13巨す印弓]引のエラ_表示が出たときは電源スイツチを「切」にすると消えます。 

卜.記の表示が出たときは再度通電を巧い、同じ表をが出たらお賣いホめの取す及商こご連絡くださし、。 





蜘璋かな？と思った s 

が障と思ラ前につぎの內容をお調べいただき、それでも直らないときはご使话を中止し、 
電源スイクチとブレーカーを「切 J にしてお買い求めの取扱巧にご連絡<ださい。 



な 

:：が;::.:3 

.;:ツヴを:ご^ 

原 

因 
: ... .•■■•■ • 

. .......... 



キーを 押しても 
通電しない 


•専用回路のブレ-力-び落ちている。 

•軍源スイツチが「切」になつている。 I 国 ► 


• 才ール□ツクしている。 



処 


>ブレ-力-を入れてください。 


>雷源スイツチを「入」にしてください。 


• ロックを解條してください。 
(26 ぺージ参照） 


ラジエントヒーター 
またはグリルが 


•ラジエントヒーターとヴリルを同時 
に使おラとしている。 


«► •同時に使えまだん。 

どち6かのヒ-夕-を使い終わってから、 


使えない 


わ〇—方をご使用 < ださい。 
(9 ページ参照） 


•ラジエントロツクしている。 



左ちヒ…夕—調理やに 
光るサインが赤色 
点滅している 

•吸.排気□カバーびふさがれている。 



•鍋をのだていない。 



参！ H ヒーターで使えない銅をのだて 
いる。 



•使巧中に鍋を外した。 



• 使巧やに鍋の位履が大ま < ずれた。 



• 鍋の底の直径びルさかった0、鍋底 
が反っているものを使巧している。 




使つている途中で、 
ピピツ ••’（10 秒、間)と 
アラームが鳴り 
ヒー ターの 
通電が切れる 

• 最終キー操作後一定時間が過ぎると 
宜動的に通電を停止する。 

※切口忘れ防止機能 
をちヒーター：約45巧 
ラジエントヒーター:約45分 
ヴ U ル：約30分 



• □ ツクを辭除してください。 
(26 ページ参照） 


•吸-排気□カバーをふさいでいるもの 
をおり除いてください。 

♦吸-排気□カバーにたまっているホコ 
リを取り除いて 
ください。 


T1[a\~-~iI 1 [ 
1 卜… - - 1 


•鍋をのせて< ださい。 


• I H ヒーターで使える鍋に入れ替え 
てください。 （7 ページ参照） 


•鍋を I H ヒーター中央へのだて<ださい。 


♦ 1^ を I H ヒーター中央へ置き直してください。 


• 鍋底の直径は12〜 26 cm のもので鍋底 
の反、) び3瞧未満のものをご使巧く 
ださい。 （8 ぺージ参照） 


•再度キーを操作して<ださい。 
長時間の煮をかには、タイマーを 
お勧めしまず。 （ 20ぺージ参照） 
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;症:が; [ 

原 因 

使っている途中で 
义力感がな<なった 

. ) U 

•がめ物調理などして、鍋底溫度が E 

異常に上び口、自動的に义力がコント 
□ールされた。 

※温度過昇 P ち止機能 

複数のヒーターを 
同時に使ラと 
•义力が弱<なる 
•义力表示が下がる 

■総消寶電力を超えた义力で複数の B 

ヒーターを使おラとしている。 

「切/入」を巧しても 
「ピ ー 」と鳴ってキー 
操作を受け付けない 

•総消費電力を超えた义力で複教の E 

ヒーターを使おうとしている。 

!»,_ 夕 

をちヒーターの 
义力「9」び 
使苗でまない 

•どち6かが揚げ物調理または瀑满かし 
中に使おうとしている。 

•'がめ物や油調理をした直後など、 

トッププレートの温度が高いときに 
使おラとしている。 

左ちヒータ ー の 
义力「9」を 
使巧やに义力表示が 
変更されている 

•使巧時間が3 0分を超えた。 

•'がめ物や油調理をしたため、銅底 
温度が高温になった。 

左ちヒーターでの 
調理に時間がかかる 

• 「1 H 用」と表示している±鍋を 
使巧し 、 i H ヒ-夕-が高温になった。 

•鍋底に異物が付磬している。 

また、トッププレートがミちれている。 

•鍋底が反っている鍋を使南している。 

同じ鍋でを左ち 
ヒーターで义力が 
異なる場合がある。 
また、傻巧でまる 
場合とでまない場合 
がある。 

•鍋底（トッププレートに接する面）が 
かさいものを使巧している。 

•鍋の巧質が； H に使巧でさない 
ものを使巧している。 

し - 


処 


そのままご使巧 < ださい。 

銅底温度が下がると自動的に义力が 
強くなリます。 


>総消變電力を超えないよラに、义力を 
自動的に制御しまず。 

(10 ページ参照） 


•义力を下げるか、ラジェントヒーター 
またはヴリルヒー ターを 切つて<だ 
さい。 


•左ちヒーターを同時に使用する場含は、 
安をのため後か6使巧されたヒーターの 
最大义力を自動的に制御しまず。 

(10 ぺージ参照） 


>もラー度、义力調節キーによ口义力 
「9」にして<ださい。 


I 'がめ物や油調理は、义力「9」を使南 
しないで、义力「8」 W 下で調理して 
ください。 

I がめ物-焼き物の予熱時間は長< しな 
いで調理してください。 （1 〜2分で充が 


»±鍋は 「I H 巧」と表をしていても 
使わないで < ださい。 

(7 ページ参照） 


•銅やトップブレートのお手入れを 
してご使巧 < ださい。 

•使える鍋をご使巧 < ださい。 

(7 ページ参照） 


I 銅底のそ口が3 mm ホ満のものを 
ご使巧ください。 


3 mm 未満 


迎 


錦底が大きいものを使巧して<だ 
さい。 

>1 H ヒーターに適合している材質の 
鍋を使巧して < ださい。 

(7 . 8ページ参照） 
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本体内部の音が 
大きくなった、) 

かさ<なつたりする 


• 器具本体内部の部品を;を却している 
ファンが义力に応じて2段階の運車5 
モードに切り換わつているため。 


•故階ではありまだん。 
そのままご使巧 < ださい。 


( 異常ではあまだ:ん） 


電源スイツチを 
「切」にしても 
音がする 

• 器具本体内部の部品をち却している 
フアンの回捉音でず。 

( 異常ではあ,:)ませ:ん) 

ヴリル使用やに 
ヴ U ル庫巧か6 
音がする 

♦金属部品が加熱-ぶ却により膨張- 
収縮して「ボ コッ」 や「チリチリ」 
といラ音が発生ずることがある。 


♦そのままにしておまます。 

しば6<ずると目動的にとまりまず。 


•故降ではあ0まだん。 
そのままご使巧 < ださい。 
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症 が 


グリル使巧途中で 
通電が切れ、下記の 
表示が点滅している 


;沿;<§§3 

-\天面表を卽） 


グリル調理中に 
排気□か6煙が出る 


ヒー ターがついたり 
消元た ij する 


原 


因 


I調理を開始してしば6くの間、前回 
の調理でヒーターに巧いた脂が加熱 
されて煙が出ることがある。 


異常ではあリまだん 


I魚の脂などがヒーターの上などに直 
接落ちると、瞬間的に炎や煙が出る 
ことがある。 


I 異常ではありまだん 


• ヒ—夕—の入.切を自動で巧い 
义力をつント□—ルしているため。 


グリル異常窝温おミ日機能が働いている。 
グリル使雨後や連続使巧時は受け皿 
や焼き網に残った調理物及び脂巧が 
発义してグリル庫巧が离温になるこ 
とがある。 






処 


置 


• 次の処置をして < ださい。 

①ずぐに電源スイツチを切る 

③ 〇及.排気□カバーのを側（ヴリル 
排気部）をめれたタスルでふさぐ 

⑤ブレーカーを切る 
Xおが消えるまでヴリル扉を 
開けない 

④ おが消え、温度が下がってから 

グリル摩内を掃除ずる 
•をけ皿や焼き網に残った調理物* 

脂巧を取リ除いてください。 


»そのままご使巧 < ださい。 

»グリル使巧時は、必ず換気装歷を 
ご使用 < ださい。 

(21 〜24ぺ•-ジ参照） 



〇避:蜡身 


を が 

MMWiyWAIHWp—BBBlMMBMttMaaMUMMM 


処 置 

自動湯沸かしの 
アラーム音が沸騰 
する前に鳴る 
满騰しても鳴らない 

•やかんや鍋の巧質*水靈*水湿などに 
よリ、お巧6だアラームが早<なつた 
リ遅れて鳩ることがある。 


•やかんや鍋の水靈をも 5— '度 
ご確認ください。 

(18 ぺージ参照） 

ラジエントヒ ーター が 
MS 的にホくなつたリ、 
消えたりする 

♦弱义•中义で使巧中は、 ヒー ターの入- 
切をき動で巧い义力をコント□ールし 
てし、る。 


•そのままご使巧ください。 

天ぶら鍋(付属品)の 
蓬装がはがれる 

■油 W 外のおのを沸かしている。 

1 

•専南天ぷ6錦をお質いホめください。 

グ U ル扉や 
前面操作部の 
周囲か6 
風が出る 

- J 

•巧却ファンが作動すると、吸•排気 
□カバー1;(タトに、前面部からも風が 
少 、し 出まず。 

f 異常ではあリません) 


•そのままご使巧くだをい。 













アフター サー ビス 






この機器には別添の保証書が巧いていまず。 

•保証書は、お買いをめの離売店名.お費上げ年月芭などの記入をご確認のラえ、 
内容をよくお読みいただいたあと大切に保管してください。 

•保謎期間は、お買上げ曰より1年間です。 



29〜32ページの「故偉かな？と思った6」を見て、もラー度ご確認ください。 

ご確認のラえ、それでもで都さな場合あるいは、ごで巧な場さはご自分で修理しないでお賛いホゆの 
取扱店またはもよりの「お客様ご拒談窓□」（別紙)にご連絡ください。 

なお連絡されるときは、下記のことをお知6だください。 


1 . 品番1 H —324 D 

2. 故暗または異常の巧容(できるだけ詳しく） 

3. ご住所、おる前、電話奮号、道順(できるだけ詳しく） 


保証期間やの修理 






保証塞の記載巧容により、一定期間、一定条件のもとに無料修理いたしまず。 

詳し<は、イ呆証害をご發<ださい。 

• 保部期間が過ぎたあとの修理 

修理によリ使巧できる場含は、お客様のご要望によ9有料修理いたします。 

詳しくは、お買いずめの販売店またはもよリの「お客様ご相談窓山（別紙)にご相談くださし、。 



. .一〜》.一;一》一一一 4なた么.••.■•一..…，.… .. ■ ■ . ... . , . . _ 

この I H クッキングヒーターの補修性能部品は、製造打ち切リ後、 6 年間保有しています。 
補修性能部品!とは、その製ぞ〇①機能ラい維持するために必要な部品です。 



修理に関ずるごネ目談な6びにご不明な点などは、お質い求めの敵売店またはおよ口の「お客様ご抱談 
窓口」（別紙)にご相談ください。 


仕様 


f 品 番 

トッププレート幅60 cm タイプ IH -324 D 1 

電 源 

単相20 0 V (50—60 Hz 共南） 

消 費霉力 

5.8 kW . 4.8 kW (切リ替え式） 


る B t - — く^^— 

3 kW ( 120\^^ネ目当〜3!<\/\/- 9段階調節） 

ラジェント ヒーター 

1 .25 kW (350 W 相当〜1 .25 kW - 3段階調節） 

グ リ ル 

1 .8 日 kW (3 段階調節） 

待機時消變電力 

0 W (電源スイッチ「切」のが態）（オートパワーオフ機能） 

大きさ （約） 

幅598 mmX 奥行き 568 mmX 高さ229 mm 

グリル 

焼細 

大まさ（約） 

幅250 mm X 奥行ま307 mm 

ヒ-夕-までの高さ（約） 

6 2 mm 

質 i 

置（重靈）（約） 

20 kg 

揚げ物温度調節（約） 

14 0〜2 0 0で- 7段階調節 

電源コード 

3.5 nini 2 3芯キトブタイトケーブル 

霉源プラヴ 

3極 250 V 30 A (1 極接地） 

U ゴ 属 品 

•天ぶ6鍋1個 ♦取扱説明雲1抽 ♦設置説日月書1冊♦クッキンヴブック1冊 


※左ちヒーターの最大义力は、鉄.ホー□—鍋を使った場合。 


消醫電力の巧 I )替夕广つし、ァ 

本製品は、総消費電力を 5.8 kW (工場出荷時の設を ）.4.8 kW の2段階に切リ替えることができまず。 
ブレーカーの容麗不足などで、ご使巧上、不便があるときに選べまず。 

※詳細はお取扱販売店へお問い合わだください。 


※天ぶ6錦を追飢赌入の場合は、型密 ：I H — N 1をごな文<ださい。 
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型式名 


TBH -46 TA (60 cm タイプ） 






愛情点検 

女長年ご使用のクッキングヒーターの点横を/ 

: . ........... .......... .■: .......... .... .... ... . . . . . ... . 

口 

こんなを状は 
あ口まだんか 

•トツププレートがひび割れた。 
•異常な臭いがしたり、煙が出る。 
•運転中に異常な音がずる。 

•冷却フアンが回6ない。 
•その他の異常やが障がある。 


た J 上のようなを状のとき 
は、使用を中止し、故棒 
や事故防止のため、必ず 
お買いホめをに点検をご 
相談ください。 


•お客さまメモ 

♦お買いホめの際に記入しておいてください。 
修理などを巧頼されるときに使利でず。 


品 潭 

\ 

ぉ贸ぃ上げ年月日 


ぉ賈ぃホめ贩売店名 

V 


舉話 （ ） 一 j 


なぶ舍な 



TEL (025 目） 32-2111 (大巧表) 
ネ白崎工場 干 945 — 0817巧崎市ま巧 2- 58 


TE し (0257) 23— 5175(巧表) 
長岡工場 干940 - 114目長岡市下を町詹ノ浦10 6 9 

TE 1(0258) 22-2121 (巧表) 


3RQ6P1 03 -OS 呂〇〇 (0910A) 













